
誰もが支え合い
働く社会の実現事業
子育て世帯等が生活困窮・就労困難な状況から

抜け出す自立支援プロジェクト

２０２３年度新型コロナ及び原油価格・物価高騰対応支援枠

実行団体公募のお知らせ

休眠預金等活用事業

助成概要

公募説明会
3月 22日（金）　
14時～15時
お申し込みはコチラ

個別説明会
3月 25日（月）～　
4月 13日（土）
お申し込みはコチラ

説明会概要

審査会
5月 1日（水）＊NIAC施設（沖縄県那覇市）で開催

提出書類及び審査会

事業期間
2024 年 5月頃から
2025 年 2月末まで

総助成費
7,310 万円

採択予定実行団体数
6団体程度

１団体当たりの助成金額
・裏面の募集団体活動①又は②いずれかに取り組む場合
　1,000 万円以下
　・裏面の募集団体活動①②両方取り組む場合
　1,500 万円以下

公募期間
3月 15日（金）～4月 15日（月）

実行団体内定の公表
 5 月中旬目処

応募方法

E-mail：kyumin@niac.or.jp　前仲・四本・小森あて　
件名：【沖縄 _休眠預金等活用事業】申請書類の提出

公募要領、助成申請様式

　右記QR コード より様式を
　ダウンロードの上
　記入してください。

助成申請様式に必要事項を記入いただき、書類不備がないかご確認の上、
期日までにメール宛先にご提出ください。

お問い合わせ
一般財団法人　南西地域産業活性化センター（NIAC) 担当：前仲・四本
〒900-0015　沖縄県那覇市久茂地 3-15-9　アルテビルディング那覇
＊お問い合わせはメールで kyumin@niac.or.jp 宛にご連絡ください。

書類締切
4月 15日（月）　17時



募集する実行団体の活動

＊単に従来の活動を継続・展開するのではなく、「ツールや仕組みを構築」することで
見えない貧困層にもアウトリーチする取り組みを奨励します。

①安全・安定的な生活環境、子育て環境の構築

生活に困窮し、社会的・経済的に困難を抱えている方々に対し、安心・安全な「住まい」
等の確保、安定的な「食」の提供、貧困の連鎖を断ち切る「子育て環境」の整備など、
生活環境の改善につながる取り組み

②個々の特性に応じた自立の基盤づくり

対象となる団体

事業対象者である「生活困窮・就労困難な状況が続いている方」に
向けた南西地域（沖縄県及び奄美群島）での支援活動の実績がある団体。

▪ コンソーシアムの場合は、参画する団体のいずれかに支援活動の実績があることが条件
です。

▪ 詳細は３章 02申請資格要件　をご確認ください。

事業対象者

＜生活困窮するひとり親世帯・子育て世帯＞
貧困の連鎖を断ち切るために、生活困窮の中でも緊急的に支援が必要な方々 
【例】ひとり親世帯、子育て世帯、若年妊産婦　など

＜貧困から抜け出せない層＞　　
アフターコロナとなっても、生活困窮・就労困難な状態から抜けだせない方々
【例】資金不足などから就職活動が十分に出来ない方、社会的に孤立し就労意欲が
　　  喪失している方、学習困難・基礎的教育が不十分な方、適応障害・パニック
         障害・引きこもり、などのこころの病気を抱える方　など

＊適性や能力の把握、個別対応などを行い、それぞれの状況を理解し、対応する取り組み
を奨励します。

様々な要因から、就労困難に直面する方々に対し、「個々の特性」を理解し「就労困難な
要因を取り除く」活動を通じて、就労に向けた一歩を踏み出し、自立の基盤をつくる取
り組み
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